
地区市民館適正配置方針 

地区市民館は、『小学校区又は連区を単位とし、公民館・生涯学習会館の配置状況を

踏まえ、居住人口や地区住民の要望等を考慮して配置する』ことを基本的な考え方と

し、適切な長寿命化を図っていく。 

 

◎縮減目標 

 
 

◎基本方針 

方針１･･･計画的な維持保全による長寿命化（更新周期 60年）に取り組む 

 ・定期点検など日常管理を通じた適切な修繕の実施 

 ・計画的な予防保全の実施 

方針２･･･統合・集約により保有総量の縮減に努める 

 ・建替え、改修に合わせた延床面積の縮減（調理室、図書室などの見直し） 

  ・稼動状況が低い、若しくは利用者が限定される施設は廃止し、地縁団体等に譲渡 

 ・居住人口を踏まえ、統合や他施設（小学校、保育園等）との複合化を検討 

 ・現在、地区市民館や公民館・生涯学習会館がない校区（小坂井西小、一宮南部小）

については、地区住民の要望があれば新たな建設も検討 

 

◎施設評価と分析 

 施設の状態（劣化度、構造耐久性、老朽度）と利用者数をもとに各施設をゾーニン

グし、施設の状態が悪く利用者数の少ない施設は統廃合を図る。 

 

ゾーン 方針 評 価 

Ａ 長寿命化 施設の状態：新しい  利用者数：多い 

Ｂ 建替え 施設の状態：古い   利用者数：多い 

Ｃ 統合・再編 施設の状態：古い   利用者数：少ない 

 

◎新たな地区市民館 

・稼働率が低い図書室は設置せず、集会室（大ホール）・和室・会議室・事務室・調理

室を基本構成とするコンパクトな地区市民館を目指す。 

・高齢者や障害者など誰もが利用しやすいよう、多目的トイレを設置するなどユニバ

ーサルデザインに配慮し、原則、平屋建てとする。 

・発災時における避難所機能の低下防止と地球温暖化防止対策の1つとして、蓄電池

付き太陽光発電システムの導入を検討する。 

・将来の地区居住人口に応じて、２種類の基本モデルを設定する。 

 

《建物概要》 構造： 鉄骨造平屋建 

 Ａ.スタンダードモデル Ｂ.ラージモデル 

地 区 居 住 人 口 5,000 人未満 5,000 人以上 

延 床 面 積 約 300 ㎡（現有面積△40％） 約 400 ㎡（現有面積△20％） 

仕 様 集会室 120 ㎡、和室 15帖、 

会議室 35㎡、事務室 16㎡、 

調理室 15㎡ 

集会室 160 ㎡、和室 15帖×2、 

会議室 35㎡、事務室 18㎡、 

調理室 17.5 ㎡ 

建 築 費 見 込 108,000 千円（税抜） 144,000 千円（税抜） 

太陽光システム 5kW、リチウムイオン蓄電池    6,310 千円（税抜） 

※スタンタードモデル平面図（案）

◎計画推進における課題 

ア．適正配置方針及び営繕計画に対する地域住民の理解 

イ．統合・再編に伴う新たな用地取得と、廃止後の施設・用地の活用 

ウ．公共施設適正配置計画のリーディング事業３地区（小坂井、御津、音羽）の進捗 

現 在 

５０年後 

３０館  延床面積１４，０８３㎡   

２６館  延床面積 ９，9００㎡以内 

現有面積から 30%の削減 

概要版 


